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はじめに

音の高さ（周波数分析）が一次聴覚野で最終的に分析され、頭頂連合野を
介する背側路（音空間の流れと組合せとしてのストリーミング）と、側頭連合
野を介する腹側路（音素の形態の流れとしてのメロディーと情動）を経由して
、前頭葉に至り統合されて音楽として認識される。 



われわれは、健常者11名（音楽家6名､非音楽家5名）を対象として
安静時・音楽聴取時（「新世界より」「モーツアルト・レクイエム、第2楽
章デイーセス・イーレ」）・イメージ時の脳活動を60チャンネル脳波を用
いて記録・解析をおこなった。

音楽聴取時は無音安静閉眼時に比べ，δ,α，β,γ活動に有意な減少
を認めた。γ活動の減少が最も大きく、全脳部位で有意に減少した。
音楽家は音楽聴取時・イメージ時ともに前頭部γ活動が減少，非音
楽家はイメージ時には前頭部γ活動が増加した。音楽家と非音楽
家のγ活動の差は、音楽という経験による意識や注意、情動の統
合や潜在記憶の差を反映する可能性がある。 
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目的

　脳外傷者は、しばしば認知、情動障害が生じ、そのために
社会適応障害を生じる。
　本研究では、回復期～慢性期の認知リハビリテーションを
うけている脳外傷者を対象として、脳内で音楽をどのように
認知し、統合しているのかを明らかにすることを目的とした
。



対象と方法

回復期～慢性期の、認知リハビリテーションをうけている脳外傷者（び慢性軸索損傷
、前頭葉脳挫傷）11名（19-32歳：男9女2）を対象とした。

DAI :diffuse axonal injury，SAH：Subarachnoid Hemorrhage

　



VIQ Verbal IQ，PIQ　Perfomance IQ，FIQ　Full-scale IQ 



方法・解析

Morlet Waveletによる時間周波数解析を行い,各周波数帯域
の平均信号強度をRoot Mean Squareとして求め成分比較を
行った。 

視察的に眼球運動､筋活動が混入する時間帯や標準偏差の３
倍以上の振幅をもつ波形が出現するエポックは削除した。
50 Hz　low-pass filter処理後､　125.1 Hzで再度サンプリングし
、0.1 Hz high-pass filter処理を行った。

Hipp　JF,  Siegel M. Frontiers in Human Neuroscience 2013  

60ch脳波を用いて安静閉眼時，「新世界より」（音楽１）
「モーツアルト・レクイエム、デーセスイーレ」（音楽２）
聴取時、イメージ時の脳活動を計測した。 対照群として健常者
１１名（音楽家６名、非音楽家５名）のデータを用いた。



60　チャンネルEEG　電極配置



結果

新世界より（音楽１）
聴取時の
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Significant differences between non-musicians (n=5),
musicians (n=5) and age-matched TBI patients (n=5)
 in the right frontal lobe P<0.05*. Tendency of differences in the left 
frontal lobe  P<0.07

二元配置の分散分析

右前頭部で非音楽家、音楽家、脳外傷者で有意差が認められた。



脳外傷者
•臨床的、神経心理学的検査で注意や作動記憶の障害が検出されている。
•音楽に注意・意識を持続してむけることができない。
•聴いたことがある音楽なのか思い出せない。（長期記憶の障害）「何の音
楽だかわからない」
•適切な情動が起こらない。「何も感じない」（情動障害）

前頭部γ活動に変化がおこらない

音楽家
•過去に演奏したことがある。
•音楽に共感できる。
•懐かしい、生き生きと感じる

非音楽家
•昔聞いたことがある。曲名も知っている。
•何となく感じる

聞いた音楽を、過去の記憶と照らし合わせて意
識下で認識し、音楽によって引き起こされる情動
が前頭葉で統合される課程での障害を示唆する
。



Default Mode Network Connectivity Predicts  Sustained Attention 
Deficits after Traumatic Brain Injury
                                               Bonnelle V et al.   2011   J of Neurosci

•A predominantly right-sided frontoparietal system is often engaged 
during attentionally demanding tasks, and damage to these regions can 
lead to impairments of sustained attention. 
•Brain acitivity within default mode network (DMN) also tracks 
fluctuations in attention, showing reduced activation during most 
attentionally demanding tasks.
• The posterior cingulate cortex (PCC) , precuneus , and part of the 
ventromedial prefrontal cortex are its midline  component.
•Sustained attention impairments in patients are associated with an 
increase in DMN function.
•The interaction of the precuneus with the rest of the DMN at the task, its 
functional connectivity ,predicts which patients go on to show 
impairments of attention.   

・脳外傷によってひきおこされた注意障害（持続・容量・配分の
　低下）と関連する神経回路の障害を反映する可能性がある。


